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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月10日(2019.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体からの光に与える位相差を変更して得られた複数のカラー画像に基づく前記被写
体の偏光情報を用いて生成された合成画像に対して、前記複数のカラー画像のいずれか一
つである基準画像に基づいて色補正を行う補正手段を有することを特徴とする画像処理装
置。
【請求項２】
　前記基準画像は、前記複数のカラー画像のうち前記位相差が最小である場合に取得され
た画像であることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。 
【請求項３】
　前記補正手段は、露出条件が互いに異なる複数のカラー画像を合成して取得された画像
に基づいて前記色補正を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記基準画像の色差信号との差分が所定値より小さくなるように前記
合成画像の色差信号を補正することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
画像処理装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記合成画像および前記基準画像のＲＧＢ信号をＨＳＬ信号またはＹ
ＣｂＣｒ信号に変換することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項６】
　前記複数のカラー画像から前記偏光情報を取得する取得手段と、前記偏光情報を用いて
前記合成画像を生成する生成手段とを有することを特徴とする請求項１から５のいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置と、前記複数のカラー画像を取得
する撮像素子とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項８】
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　前記被写体からの光に与える位相差を変更可能な可変位相差板を有することを特徴とす
る請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記可変位相差板よりも前記被写体の側に配置され、遅相軸方向の偏光成分と進相軸方
向の偏光成分との間にπ／２（ｒａｄ）の相対位相差を与える位相差板と、前記可変位相
差板よりも像側に配置され、前記撮像素子に導く偏光成分を抽出する偏光板とを有するこ
とを特徴とする請求項８に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記位相差板の遅相軸方向または進相軸方向は、前記偏光板が抽出する偏光成分の偏光
方向に対して平行であり、前記可変位相差板の遅相軸方向または進相軸方向は、前記偏光
方向に対して４５度だけ傾いていることを特徴とする請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　請求項７に記載の撮像装置に対して着脱可能な光学装置であって、前記被写体からの光
に与える位相差を変更可能な可変位相差板を有することを特徴とする光学装置。
【請求項１２】
　被写体からの光に与える位相差を変更して得られた複数のカラー画像を取得する取得ス
テップと、
　前記複数のカラー画像に基づく前記被写体の偏光情報を用いて生成された合成画像に対
して、前記複数のカラー画像のいずれか一つである基準画像に基づいて色補正を行う補正
ステップとを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させることを特徴とするプログ
ラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムが記録されたことを特徴とするコンピュータが読み取り
可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一側面としての画像処理装置は、被写体からの光に与える位相差を変更して得
られた複数のカラー画像に基づく前記被写体の偏光情報を用いて生成された合成画像に対
して、前記複数のカラー画像のいずれか一つである基準画像に基づいて色補正を行う補正
手段を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一側面としての画像処理方法は、被写体からの光に与える位相差を変更して得
られた複数のカラー画像を取得する取得ステップと、前記複数のカラー画像に基づく前記
被写体の偏光情報を用いて生成された合成画像に対して、前記複数のカラー画像のいずれ
か一つである基準画像に基づいて色補正を行う補正ステップと、を有することを特徴とす
る。
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